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停戦協議に参加したロシアとウクライナの交渉団と、仲介したトルコのエルドアン⼤統領（3⽉29⽇） Murat
Cetinmuhurdar/Presidential Press Office/REUTERS

＜これ以上戦っても互いに得るものはないと当事国が気づいたというのに、バイデン政権は戦争犯罪の認定や
「体制転換」などの夢を⾒るばかりで、停戦を仲介する資格さえ失った＞

ロシア軍のウクライナ侵攻開始から1カ⽉余り。電撃作戦は頓挫し、ロシア軍は疲弊しきっている。戦況は⼀進
⼀退というより、物量ではるかに勝るロシア軍がウクライナ側の反転攻勢にじわじわと押し返されるありさま
で、⼤量投⼊されたロシア部隊の⼈的・物的損害は拡⼤の⼀途をたどっている。

この状況では、ロシア政府も早急に停戦協議をまとめて消耗戦を終わらせようというウクライナの提案をまとも
に検討せざるを得ない。その証拠にロシアはウクライナの⾸都キーウ（キエフ）近郊に集結していた部隊の⼀部
を撤退させると発表した。

「ウクライナ戦争はもう終わりだ」と、⽶国防総省情報局（DIA）の匿名の⾼官は本誌に語った。

だがアントニー・ブリンケン⽶国務⻑官の⾒⽅は異なる。3⽉29⽇にモロッコで⾏われた記者会⾒で、ブリンケ
ンは「ロシアは⾔うこととやることが必ずしも⼀致しない。われわれが注⽬するのは後者のほうだ」と述べた。

ブリンケンは交渉の進展を認めず、ロシアに対し「今すぐ侵攻をやめ、戦闘を停⽌し、部隊を撤収させろ」と呼
びかけるばかりだった。
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交渉は確実に進展

バイデン政権はそもそもの初めから停戦協議にはさほど関⼼を⾒せず、もっぱらロシアに厳しい制裁措置を科
し、さらにはロシア軍の戦争犯罪を認定することに⼒を⼊れているようだった。ジョー・バイデン⽶⼤統領はロ
シアのウラジーミル・プーチン⼤統領への怒りを噴出させ、ポーランドで⾏なった演説で、とっさに出た⾔葉と
はいえ、ロシアの体制転換を⽰唆するような発⾔までした（これにはNATO加盟国も不快感を⽰し、ホワイトハ
ウスが⽕消しに追われ、バイデン⾃⾝も釈明することになったのだが）。

専⾨家によれば、⽶政府はもはや停戦を仲介できる⽴場にない。⽶政府は裏ルートでロシアに働きかけることも
できたはずだし、ウクライナに戦術的な情報だけでなく、プーチンの思考回路を読み解くための情報を提供する
こともできたはずだが、そのいずれも怠った。

ウクライナはアメリカの⽀援なしにロシアとの交渉を進めている。両国の交渉団は29⽇、トルコのイスタンブ
ールで3時間余りにわたって対⾯で話し合い、停戦に向けて、それぞれが受け⼊れ可能な条件を提⽰した。注⽬
すべきは、ウクライナがロシアの安全保障上の懸念をなくすため、NATOへの早期加盟を断念することもあり得
ると述べたことだ。

「ウクライナは、（NATOの集団防衛を定めた）北⼤⻄洋条約第5条のような形で（同盟国から）安全を保障さ
れることを条件に、中⽴の⽴場を固め、外国の軍隊の駐留を拒否することに同意した」と、ウクライナ代表団の
メンバー、アレクサンドル・チャルイは語った。

他国から攻撃されたら同盟国が守ってくれると「法的拘束⼒がある形で、明確に保証されるなら」、ウクライナ
は安⼼して「核を持たない⾮同盟の永世中⽴国」になれる、というのだ。
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⼀⽅ロシア側は、キーウとチェルニヒウにおける軍事活動を縮⼩すると約束した。キーウの150キロ北東に位置
するチェルニヒウはウクライナ軍の北部作戦司令部がある軍事都市で、ロシア軍が激しい攻撃を続けてきた。地
元の⾃治体職員によると、⼈⼝30万⼈の半分以上が既に避難したという。

それでもロシア軍はこの⼩さな都市を制圧できず、キーウ周辺に⼤部隊を展開させながらも、この⼤都市の中⼼
部に進軍もできていない。東部ではウクライナ第2の都市ハルキウ（ハリコフ）もロシア軍の猛攻に耐え続け、
南部に位置する第4の都市オデッサも陥落をまぬがれている。その他スムイ、ドニプロ、サボリージャ、ミコラ
イウなどの主要都市もウクライナ側が死守していて、ロシア軍の凄まじい無差別攻撃で廃墟と化したマリウポリ
もかろうじて持ちこたえている。

「ロシア軍は部隊を再編し、再補給を試みているが、ウクライナ軍は効果的な反撃を試み、ロシア軍を押し返し
ている」と、キーウの北と東、さらに南部の戦況についてDIAの⾼官は⾔う。ロシア軍は唯⼀制圧した南部の都
市ヘルソン近郊の空軍基地を拠点にし、南部全域への攻撃を強化する作戦を進めていたが、ここでもウクライナ
軍の攻撃で将官が次々に死亡するなど、ロシア軍は作戦変更を余儀なくされた。

ウクライナのウォロディミル・ゼレンスキー⼤統領は29⽇、国⺠に向けた演説でキーウ近郊のイルピンを奪還
したと発表し、慎重ながらも楽観的な⾒通しを語った。「今はバランスの取れた賢明な視点で状況を⾒守る必要
がある。戦果が上がっても過剰に興奮せず......戦い続けなければならない......今こそ冷静さが求められる。過
⼤な期待は禁物だ」

「歩み寄り」はポーズか

ロシアの交渉団を率いるウラジーミル・メジンスキー⼤統領補佐官はイスタンブールで交渉を終えた後、ウクラ
イナが「⼗分に練り上げた明確なプラン」を提⽰したことに安堵したと語った。ウクライナ側の提案は「精査し
た上で、国の指導部に報告する」という。

「彼らの提案に対する、われわれの提案も⽰すつもりだ」と、メジンスキーはその後にロシアの国営メディア
RTに述べている。

メジンスキーはまた、ロシアはウクライナ北部での軍事作戦で、ウクライナ側に「⼤きく2歩」歩み寄ったと語
り、ゼレンスキーとプーチンの⾸脳会談を計画よりも早期に準備する考えも明らかにした。

さらに、ウクライナとの合意にはロシアが併合したクリミアと「ドネツクとルガンスクという親ロ派地域」の処
遇は含まれず、これらの地域については2国間の「交渉を通じて、外交的に」解決を探ることになる、とも述べ
た。

メジンスキーは、北部における作戦縮⼩で、ロシアが「ウクライナに歩み寄った」ことを認めつつも、「これは
停戦ではない」と釘を刺し、合意に⾄るには「まだ⻑い道のりがある」と述べて楽観論を封じ込めた。
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⼀⽅、バイデン⼤統領は29⽇にホワイトハウスで⾏われた記者会⾒で、ロシア軍の作戦縮⼩については、その
裏にどんな意図があるのか、今後の動きを慎重に⾒守る必要があると述べた。

「今はまだ何とも⾔えない。彼らがどんな⾏動を取るか⾒極めるまでは判断を差し控える」

ブリンケン国務⻑官も、ロシアは「またもや⼈々の⽬を逸らし、欺こうとしている」ようだと疑念を露わにし
た。キーウ攻略の⼿を緩める代わりに、南部の制圧に兵⼒を集中させ、その後に再び⾸都を⽬指す可能性があ
る、というのだ。

2⽉24⽇の侵攻開始以来、ロシア軍の苦戦ぶりとウクライナ軍の強固な抵抗は、軍事と情報の専⾨家を驚かせて
きた。

トッド・ウォルターズ⽶欧州軍司令官は29⽇、⽶上院軍事委員会の公聴会で、ロシアの意図を読み損ね、ロシ
ア軍の能⼒を過⼤評価していたことは、嘆かわしい「情報ギャップ」であり、徹底的な検証が必要だと述べた。

ウォルターズによれば、ロシア軍は物量ではウクライナ軍より圧倒的に有利で、しかも既に兵⼒の70〜75％を
ウクライナに投⼊しているにもかかわらず⼤苦戦しており、もはや余⼒はほとんど残っていない。精密誘導弾は
既に弾切れとなり、無誘導爆弾を連発するありさま。本国から続々と補給部隊が送り込まれているが、最新型の
戦⾞やその他の兵器をウクライナに投⼊することを、ロシアはためらっているという。

極超⾳速巡航ミサイルの使⽤については⼀部にエスカレーションとの⾒⽅もあったが、ウォルターズは、ウクラ
イナを実験場にした新たな兵器の「能⼒を誇⽰」だったとの⾒⽅を⽰した。「実験が成功だったとは思わない」

またウクライナ軍部隊は「きわめて学習が速く」、ロシア軍を撃退することもできるかもしれないと「楽観的」
に考えるようになっている、とも語った。

ウクライナ軍参謀本部は2週間前から、ロシア軍の各部隊が「⼤都市を制圧する」という⽬標を断念しつつある
と指摘してきたが、ウォルターズも「まさにその通りのことを⽬撃している」と述べた。

ベラルーシ軍部隊が帰還

アメリカの有識者たちは、ロシア側の消耗や破たんを⽰す兆候はほかにもあると指摘する。⽶空軍の元⾼官で、
現在は防衛関連の事業を請け負う⼈物は、「ロシアの多くの兵⼠は⾷料、燃料から⼠気まで使い果たし、ロシア
軍はそれを戦闘能⼒のある集団と⼊れ替えることができていない」と本誌に語った。

ロシア軍は疲弊した地上部隊を温存するため、「⾮誘導型の」無差別爆弾や⻑距離ミサイルを多⽤した。迫撃砲
や多連装ロケット砲の発射頻度を間引きさえした、と指摘する。「弾薬を節約するためだ」と、元⾼官は⾔う。

ベラルーシ軍の複数の部隊が本拠地に帰還したことが確認されたという事実も、ロシアの戦略転換を伺わせるも
のだ。前述のDIAの⾼官は、「ウクライナ当局は何週間も前から、ベラルーシの参戦を警戒してきたが、今では
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その可能性は低いように思える」と語った。

ロシアのウラジーミル・プーチン⼤統領は、2⽉24⽇にウクライナでの「特別軍事作戦」の実施を発表した際、
その⽬的について、ロシアとの国境沿いにあるウクライナ東部のドンバス地⽅に多く暮らしている、ロシア系住
⺠を守ることだと説明していた。彼はまた、同作戦は「ウクライナの⾮武装化と⾮ナチ化のため」だとも述べて
いた。

「この作戦の⽬的は、8年間にわたってウクライナの政権に虐げられ、ジェノサイド（集団虐殺）に遭ってきた
⼈々を保護することだ」とプーチンは主張した。

侵攻当初、ウクライナ全⼟にわたるより広い領⼟の制圧を⽬指すかに⾒えたロシア軍は、ドンバス地⽅での⽀配
を確固たるものにすることに重点をシフトさせてきた。⻄側の複数の有識者はその狙いは、ウクライナを朝鮮半
島のように恒久的に分断⽀配することではないかと推測する。
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DIAの⾼官は、別の⾒⽅をする。「プーチンはこれで、『ウクライナの⾮武装化と⾮ナチ化』という当初の⼤⾔
壮語をなかったことにして、（ドンバスの解放という）今回の戦争を始めたそもそもの⽬的を達成したと、勝利
宣⾔することができる。このように限定的な⽬標に重点を置くやり⽅は、ウクライナの政権交代を断念したこと
を⽬⽴たせず、またウクライナの占領を『⻄側諸国による作り話』だと主張するための策略なのかもしれない」

ロシアのセルゲイ・ショイグ国防相は3⽉29⽇に会⾒を⾏い、特別軍事作戦の最⼤の⽬的は常にドンバスの「解
放」だったとして、「作戦の第⼀段階の主な任務は完了した」と述べた。さらに彼は、「ウクライナ軍の戦闘能
⼒は⼤幅に低下した」と述べ、ウクライナの「⾮武装化」という⽬的も達成したかのような⾔い⽅をした。

だがブリンケンは、「彼らがウクライナの東部や南部『だけ』に集中する」というのは「ごまかし」で、ロシア
が戦略転換したという話は信じられないと主張した。「事態が前進している証拠も、ロシアが真剣であることを
⽰す兆候もみられないからだ」

双⽅が勝利宣⾔できる

アメリカ同様、イギリスも現在の停戦協議については懐疑的な⾒⽅をしている。イギリスのリズ・トラス外相は
「停戦協議の中で、ウクライナがロシアに売られることがあってはならないし、プーチンが侵略によって利益を
得ることがあってはならない」と、述べた。「ロシアとの今後のいかなる交渉も、ウクライナを売り渡したり、
過去の過ちを繰り返したりする結果にならないようにしなければならない」

では全てを⼿にするか、全てを失うかのどちらかしかないのだろうか。DIAの⾼官は、「誰が今回の惨事の責任
を問われるのかをめぐって、モスクワでは既に深刻な内紛が起きている」と述べ、ロシアの指導部は戦争の終結
を視野に⼊れていると⽰唆した。「⼀連の誤算のおかげでプーチンの⽴場は弱くなっており、ロシア経済は⼤き
な打撃を受けている。全ては⼀変し、決して元通りになることはないだろう。だが現在進⾏中の戦争の終結に関
して⾔えば、あらゆる兆候が、事態が正しい⽅向に進んでいることを⽰している」

またこの⾼官は、プーチンが勝利を宣⾔することができるのと同様に、ゼレンスキーとウクライナも勝利を宣⾔
することができると指摘した。ロシア軍を撃退し、独⽴国家としての揺るぎない⾃覚を確⽴した。そして⼤国に
⽴ち向かう⼩国の⼿本を⽰したのだから。
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これ以上は誰も勝てない
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ウォルターズは⽶議会での証⾔で、ロシア軍はウクライナ国⺠の「⼼に恐怖を植えつける」ことに失敗したと指
摘した。だがDIAの⾼官は、ウクライナはロシアのこれ以上の侵略を阻⽌することはできるかもしれないが、
「ドンバス地⽅のルガンスクとドネツクをロシア軍が掌握している現状を覆すことはできないだろう」と⾔う。

「もはやこの戦争で誰も勝者になり得ないなか、今週の⼀連の殺りくはとりわけ愚かなものに感じられた」とこ
の⾼官は語る。「⼀⽅がどこかでわずかな戦果を勝ち取れば、もう⼀⽅がまた別のところでわずかな戦果をもぎ
取っている。だがどちらも、相⼿を完全に圧倒することができる状況にはない。この戦争にはもう何も残ってお
らず、ただ無実な⼀般市⺠が板挟みになっているだけだ」

ゼレンスキーはテレグラムに投稿した2つ⽬のメッセージの中で「もちろん、さまざまなリスクがある。当然な
がら、我々に対して戦争を仕掛けてきた国の代表の⾔葉を、信⽤する理由はない」と述べた。つまり「事実を検
証せずに信じることはない」ということだ。

DIAの⾼官は、「バイデン政権は、この戦争の終結に向けた⽅針を何も持ち合わせてないように⾒える」と⾔
う。「戦争犯罪を追及するのもいいだろう。ロシアの撤退を求めるのもいいだろう。だがこうした幻想のような
⽅針以外の何かがあるのだろうか。私たちは、戦争の終結を促すためだけに⽀援を⾏っているのではない。停戦
協議を意義あるものにするためにできることもたくさんあるはすだ」

＜関連記事＞
・ロシア軍「衝撃の弱さ」と核使⽤の恐怖──戦略の練り直しを迫られるアメリカ
・将官が次々と死亡し暴徒と化すロシア軍

前のページ   1  2  3  4 5

ウクライナ戦争は終わった、アメリカ抜きで
The Ukraine War Is Over But the Biden Administration Hasn't Noticed

3

2022年3⽉31⽇（⽊）19時56分

ウィリアム・アーキン（元⽶陸軍情報分析官）

43

2022年4⽉5⽇号（3⽉29⽇発売）は「現地からの報告
ロシア⼈の本⾳」特集。ウクライナ軍事侵攻で引き裂
かれたロシア国⺠は、プーチンの戦争をどこまで⽀え
る︖
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